
みんなで かいけつ
したい もんだい

たんげん名〔  〕ぜんぶで（　）じかん

わかる こと・できる こと くふうして 学ぼうと する ことかんがえる こと・あらわす こと

【これまでの 学びで この たんげんに 生かせる こと】

【この たんげんを とおした ふりかえり】

ラーニング・マウンテン
―学びのプランを立てよう―

１下『お手がみ』

【3 ステージ（　　）じかん】
〈こんな 学びで こんな 力を！〉

【1ステージ（　　）じかん】
〈こんな 学びで こんな 力を！〉

【2 ステージ（　　）じかん】
〈こんな 学びで こんな 力を！〉

がまくんや かえるくんの した ことに 気を つけて、
おはなしを しょうかいしよう

㋐　文の 中の 「だれが」「どうした」の つながりに 気づく。
　　（⑴カ）

㋑　おはなしに 出て くる 人の した ことを そうぞうしながら お
はなしを まとめる。（C⑴エ）

㋒　なぜ そのような ことを したのかを そうぞうして、じぶんの 
かんがえた ことを まとめ、しょうかいしあう。（C⑴カ）

⑪がまくんと かえるくんが とうじょうする ほかの おはなし
を えらび、しょうかいする ぶんしょうを かく。

⑫かいた ぶんしょうを つたえあい、がくしゅうを ふりかえる。

おはなしの すきな ところを つたえあう かつどうを とおして、おはなしに 出て くる 人の した ことを そうぞうする。

①おはなしを しょうかいした けいけんを ふりかえる。『お手がみ』
を よんで、おはなしを しょうかいすると いう 学びの ゴールを 
たしかめる。　

②おはなしを しょうかいする ぶんしょうを かく ために ひつよう
な ことと、学びの すすめかたを はなしあう。

２

８

２

③④⑤『お手がみ』を よみ、がまくんと かえるくんが した こと
や いった ことを さしえごとに みじかい ことばで まとめ
て つなげる。

⑥⑦⑧ がまくんと かえるくんの うち、しょうかいしたい ほうの 
した ことが わかる さしえを えらぶ。えらんだ ほうの 立

たち

場
ば

に 立って、おはなしを まとめる。
⑨⑩ がまくん または かえるくんが なぜ そのような ことを した

のかを そうぞうして、じぶんの かんがえた ことを まとめる。
まとめた ぶんしょうを つたえあう。

㋓　がまくんと かえるくんの ほかの おはなしを よみ、出て くる 
人の した ことを そうぞうしながら おはなしを まとめ、じぶ
んの かんがえた ことを つたえようと する。

・・おはなしに 出て くる 人の した ことを そうぞうする とき、どのような こと
に 気を つけましたか。

・・おはなしを まとめる とき、どのような ことに 気を つけましたか。

たしかめ　エ●●

たしかめ　ア イ ウ●●●●

12おはなしに 出て くる 人の した ことに 
気を つけて、おはなしを しょうかいしよう

小学校１年『お手がみ』授業のポイント
単元名 　おはなしに出てくる人のしたことに気をつけて、おはなしをしょうかいしよう

　本教材は、登場人物である「がまくん」と「かえるくん」の行動やお互いの気持ちのやりとりを中
心に描かれた物語です。一度も「お手がみ」をもらったことのない「がまくん」のために、手紙を書
く「かえるくん」の行動や思いを想像しながら読むことで、登場人物の心情について、叙述をもとに
考えることができる作品です。
　また、二人が登場するシリーズ本をとおして、仲よしの二人の間に繰り広げられるできごとを重ね
て読むと、それぞれの性格の違いやその関係性にも気づくことができます。そして、二人の心情をよ
り豊かに想像してお話（あらすじ）をまとめ、自分の思いや考えを表現することができます。

１　単元で身につけたい資質・能力
　本単元では、場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像する力をつけます。挿絵や会
話文を手がかりとして、「誰が何をしたのか、なぜその行動をしたのか、その時どんな表情だったの
か」などを具体的に思い描きながら読んでいくことができるようにします。

２　評価規準

評価の観点 評　価　規　準

知識・技能 ・・文の中における主語と述語との関係に気づいている。…⑴カ

思考・判断・表現 ◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に
想像している。…Ｃ⑴エ

・・「読むこと」において、文章を読んで感じたことやわかったことを共有して
いる。…Ｃ⑴カ

主体的に学習に
取り組む態度

・・粘り強く登場人物の行動を具体的に想像し、学習の見通しをもって、自分の
考えを表現したり、物語のあらすじを紹介したりしている。

学びをとおして
つけたい力

本単元における子どもたちのゴールイメージ

　本単元では、二人の登場人物の行動を想像しながら物語を読み、自分が紹介したい登場人物をし
ぼってお話（あらすじ）をまとめます。登場人物をしぼることでより視点が定まり、具体的に場面の
様子を想像することができます。
　第２ステージにおいて、③④⑤の段階では挿絵につけた短い言葉をもとにあらすじを作り、⑥⑦⑧
の段階では、紹介したい登場人物をしぼってあらすじを書きます。そして⑨⑩の段階で、登場人物に
対する自分の思いや考えをもち、⑥⑦⑧で書いたあらすじを紹介する文章を書きます。
　第３ステージ⑪⑫の段階では、これまでの学習を生かして、シリーズ本から選んだお話のあらすじ
を紹介する文章を完成させます。言語活動として設定した、あらすじを紹介する文章を書くことをと
おして、目標の実現状況を評価します。

　 ③④⑤の段階で作成したあらすじの例

　⑥⑦⑧の段階で作成したあらすじの例（かえるくんの視点）

他のお話を読むことで自分の思いや考えが深まる！
ワンポイント がまくんとかえるくんが登場する

本資料は、文部科学省による「教科書採択の公正確保について」に基づき、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」にのっとり、配布を許可されているものです。
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解説 　はじめに、挿絵に合わせて、登場
人物が何をしているのかを短い文にしま
す。このとき、主語と述語の関係に気を
つけて書くようにします。その後、それ
らの短い文をつなげることで、150字を超
えるあらすじを書くことができます。

解説 　場面の様子をより詳
しく想像するために、挿絵
をしぼり、「かえるくん」に
視点をしぼったあらすじを
まとめます。視点をしぼる
ことで、叙述に書かれてい
ないことにも想像を広げて
書くことができます。

解説 　⑨⑩の段階では、登場人
物の性格と自分とを比べて思い
や考えを書いています。⑪の段
階になると、登場人物の関係や
話の結末にも気づくことができ
ています。シリーズを読むことを
とおして、思いや考えに広がりや
深まりをもたせることができます。

【⑨⑩の段階で書いた自分の思いや考え】 【⑪の段階で書いた自分の思いや考え】

ラーニング・マ
ウンテンについ
てはこちらから
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㋐
「
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が
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の 
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り

に 
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く
。

　この単元では、資質・能力を少しずつ身につ
けていくことを、山登りにたとえて取り組むよ
うにします。より学習意欲を高めるために、山
登りをしながら学んだことをリュックに入れ、
いつでもリュックから取り出して使えるように
伝えます。山登りのゴールでは、学びをとおし
て身につけた力が、リュックの中に蓄積されて
いることを目ざします。



みんなで かいけつ
したい もんだい

たんげん名〔  〕ぜんぶで（　　）じかん

わかる こと・できる こと くふうして 学ぼうと する ことかんがえる こと・あらわす こと

【これまでの 学びで この たんげんに 生かせる こと】

【この たんげんを とおした ふりかえり】

ラーニング・マウンテン
―学びのプランを立てよう―

１下『お手がみ』

【3 ステージ（　　）じかん】
〈こんな 学びで こんな 力を！〉

【1ステージ（　　）じかん】
〈こんな 学びで こんな 力を！〉

【2 ステージ（　　）じかん】
〈こんな 学びで こんな 力を！〉


